
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 
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 9月18日 石川県中小企業家同友会様 

 皆さまこんにちは、社長の近藤です。9月18日に

石川県中小企業家同友会様（金沢城南支部）の例会

で、約100名の皆様の前で講演をさせていただきま

した。貴重な機会をいただきまして、改めて感謝申

し上げます。 

 

 今回の講演では一般的なものと少し違う面白い要

素がありましたので、その一部をご紹介いたしま

す。まずは講演の10日前に同友会幹部の方（10

名）が、私がどのような話をするのかを聞きに来ら

れました。その中には、「ぜひこんな話をしてほし

い」という要望も含まれておりました。 

 

 そしてそのヒアリング内容を、参加予定者で事前

に共有し、グループ毎にミーティングを行ったとの

ことです。ただ受け身で学ぶだけでなく、どうした

ら自分たちの仕事に活かせるか、そのためにはどん

なことを質問すれば良いのか、どんなことを掘り下

げて聞けば良いのかという議論がされたそうです。 

 

 当日の講演では、私が話をさせていただくだけで

なく、8つのグループ毎のグループディスカッション

の時間が約50分設けられていました。そこでは踏み

込んだ質問もあり、ご参加された皆様の真剣な姿勢

に感銘を受けました。その質問の中には「どうやっ

たら社員のモチベーションを上げられるのか」とい

う内容が多くありました。 

 弊社もまだまだではありますが、何かこれをやっ

たら良いという魔法のようなものはなく、色々と創

意工夫し、知恵を出し、企画をして実行し、検証し

てまたトライするという積み重ねが大切ではないか

というお話をさせていただきました。 

 

 また社員のモチベーションを上げる際には、どの

ような会社を目指していくのかということを明確に

して見える化し、それを幹部で共有し、全社員に伝

えていくことも大切です。 

 

 何のために自社が存在し、どこに向かって進もう

としているのかを共有することで、それに共鳴する

社員のモチベーションが上がっていくのではないか

と考えております。ご参加いただいた皆様の質問か

ら、私自身も多くを学ぶことができ、大変有意義な

時間となりました。 



 

 

    今月は 生産部 中左良和さんからコメントをいただきました！ 

 皆様こんにちは、９月に入り雨が多くめっきりと秋らしくなりましたね。暑い暑いと言っていた日が懐

かしく思います。秋と言えば食欲の秋♪ 美味しい物が沢山出てきますね♪ 

 会宝農園でも７月に定植した苗が８月の暑さを乗り越えてすくすくと育ち、予想より早く収穫開始とな

りました。現在はアイコとイエローアイコの収穫ですが、今後、シンディ・スイートの収穫も始まりま

す。家庭菜園（露地栽培）ではトマトの時期が終わろうとしているこの時期に、会宝農園のトマトが取れ

始めるので、喜んでいただけたら幸いです。糖度も高く美味しく出来て

います。 

 話しは変わりますが、８月の『会宝リサイくるまつり』で子供たちに

カブトムシやクワガタなどをプレゼントして、すごく喜んでいただけま

した。農園でも何か出来ないかと言うことで、カブトムシの飼育を試み

る事にしました。取りかかる時期が少し遅くなったので、小さな規模で

のスタートとなりましたが、幼虫になっていることも確認する事が出来

ました。トマトと同

じように愛情をもっ

て育てていきます。 

（担当：佐近） 

   

 こんにちは生産部の中左です。私は高校を卒業してから入社してから今月で

丸6ヶ月が経ちました。 

 入社したての頃は、わからないことだらけで大変でしたが先輩たちにいろい

ろと教えていただき、ここまでやってこれました。また、本社以外に千葉営業

所でも仕事をさせてもらい、さまざまな経験をさせていただいています。 

 この6か月で最も印象に残っていることは、8月2日に行われた『会宝リサイくるまつり』です。私に

とっては初めての経験だったのですが、子ども達の笑顔を見ている

とやっていてよかったなと実感しました。このような経験を活か

し、もっともっと成長して、いつかは器の大きな人間になりたいと

思います。 

 これからも自分に厳しく１日１日成長し続け、そして感謝の気持

ちを忘れず自分の出来ることを精一杯やっていきます。私が、この

会社を引っ張っていける存在になっていけるようがんばります。 

                            

  生産部  

  中左 良和 さん            

   農業の取り組み    ～ 農業事業部より ～ 

 



 

 

   今月のパチリ☆ 

「元気ライスプロジェクト(写真１枚で参加できるボランティア活動)」 
「写真を送る」という行動を、起こしていただいた皆様に感謝です。 

今後も出来ることから、進めていきますのでよろしくお願いします。 
  

 ●進捗報告 

 2015年9月30日現在 8,929 SMILE(1,943日経過) 

こちらをクリックして下さい！ 

 9月27日（日）に収穫祭を行いました。収穫祭は、毎年開催しており、今年で6回目になります。 

 前日までの雨が嘘の様な秋晴れとなり、正に稲刈り日和。参加者は今年6月に植えた稲を刈り取りました。最

近は機械で行うのが主流ですが、稲の成長や収穫の喜びを感じる為に、田んぼのほんの一部ではありますが、敢

えて手刈りをしました。田んぼは雨の影響でぬかるん

でおり、足がはまって動けなくなる人や転びそうにな

る人も。また刈り取り姿勢が中腰の為、足腰が痛くな

る人がたくさんいました。 

 私たちが普段何気なく食べているお米には、たくさ

んの方の苦労と愛情がこもっているんですね。この一

年の収穫の喜びと共に、農業でご協力いただいている

方々への感謝の気持ちを新たにした一日でした。 

（担当：松本）                                                

                        ～ From World ～ウガンダの車事情   From 

 Ghana      社員海外レポート  

 先日ウガンダに行ってまいりました。普段はガーナで生活しているのですが、今回はとっても印象的だったウ

ガンダの車事情をお送りします。 

 ウガンダに着いて目に入ってきたものはなんと…！ほとんど

がTOYOTA！独占状態！首都近辺で走る車は100台中98台く

らいはトヨタ車じゃないでしょうか。ガーナの車はボロいとい

う話をしたことがありましたが、ウガンダの車はピカピカで

す！ここは日本か？と思うくらいに…日本にいたら当たり前で

したが、ガーナからウガンダを訪れたので、「ガラスにひびがな

い！」「ライトもちゃんとついてる！」「ハンドルも曲がってな

い！！」傷一つない！と感動のひと時でした(笑)そして驚くの

は、実にたくさんの車種が走っていました。カローラ、カル

ディナ、イプサム、ヴィッツ、ビスタ、マークⅡ、ハリアー、

ハイエース、ランドクルーザー…などなど20車種ほど走ってい

ました。また、トラックは、見るもの見るものISUZU！これも

また独占状態です。今後、人口増加、経済発展とともに日本車

の需要も合わせて増加することでしょう。東アフリカはその中

心になりえるかもしれませんね。（担当：山口未夏） 

http://www.kaiho.co.jp/jp/sp/project/smile28.html


 

 

   

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

 会宝産業株式会社 

ホームページもご覧ください。 

http://kaihosangyo.jp/ 

ご意見ご要望はこちらまで 

soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347（直通電話ができました！） 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

部品課 （部品注文/担当：大森・鹿野・角島） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

  相場情報 ～生産部より～ 

 9月実績 

 入庫台数 848台                      

 処理台数 788台     

 2012年より活動を続けてまいりました、弊社会長の近藤典彦が塾長を務める『近藤塾』の第一回記念

講演会を2015年10月15日に開催します。テーマはズバリ「視点力」です。 

 ゲスト登壇者には、喜多甚一様をお迎えいたします。喜多様は、20歳で起業され現在2100名を超える

総合物流輸送企業「ビーインググループ」のCEOを務める金沢を代表する経営者です。 

 喜多様の「物流とは運送ではない。6つの機能を編成し提供するサービスが物流である」という「視点

力」、そして近藤の「廃車は宝であり、資源なんだ」という「視点力」。どちらも業界に革命を起こした２

つの「視点力」から、きっと経営のプラスとなる、大切な要素を感じていただけると確信しております。

あなた様のご参加を心よりお待ちしております。（担当：佐藤） 

 今月のトピックス      ～ 講演会のお知らせ（10月15日） ～ 

 こんにちは。会宝産業の山口です。季節の変わり目で朝晩は少し肌寒くなってきました。 

 9月の相場は前半に鉄を中心に下げが続きました。連休明けには一旦落ち着いた様子も垣間見えました

が、スクラップの発生が少ない事から価格見送りとの見方が強いようです。輸出向けのスクラップに関して

は、価格が少し上がる傾向も有りましたが、国内電炉（※1）以上

の価格になる事は有りませんでした。 

 一方、高炉（※2）が在庫の調整を行う為にスクラップ鉄を買う

姿勢も見えましたが、こちらも購入量は1万トン程と、市況を動か

す程には至りませんでした。 

 この様な状況の中で、部品の付加価値を高めることが大切に

なってきます。この様な時期だからこそ、洗い出す活動の重要性

を認識しております。 

 

※１電炉：主にスクラップを原料として鉄を製錬する炉 

※２高炉：主に鉄鉱石とコークス（燃料）を原料として鉄を製錬する炉 

近藤塾 第一回記念講演会 
 

塾長    ：近藤典彦 会宝産業(株) 代表取締役会長       

ゲスト講師：喜多甚一 ビーインググループCEO 
 

日時 : 10月15日(木) 18時～21時（17:30開場) 
 

場所 : 金沢商工会議所ホール  

       金沢市尾山町9-13 
 

参加費 : 10,000円(近藤塾生は無料) 
 

主催/お問合せ先 : 近藤塾（担当 田中） 

 HP   : http://kondo-jyuku.com/shiten/ 

 Mail : info@kondo-jyuku.com 

 TEL  : 076-208-3909   FAX ： 076-237-1950 


